
　自治労定期大会の前段に行われる

事前会議（各職能評議会などが開く

定期総会など）が、大阪国際会議場

(愛称：グランキューブ大阪)で開か

れる。この建物は国際都市大阪にふ

さわしい国際会議場をと計画・建設

されたもので、2000年４月にオープ

ンした。会場には最大2754人収容可

能なメインホールをはじめ、10人か

ら1000人まで対応できる会議室があ

り、今回の事前会議はほとんどここ

で開かれる。会議場としては申し分

ないが、難点は周辺がビジネス街と

いうことだ。会議終了後の懇親会な

どは一足延ばしてＪＲ福島駅辺りが

お勧め。居酒屋はもちろんイタリア

ン、フレンチまでと多様な店でにぎ

わっている。気さくで親しみやすい

店内で大阪らしさを味わってほしい。

　三津屋商店街は、阪急神戸線｢神

崎川｣駅から、うねうねと蛇行しな

がら南へ伸びる、｢昭和｣の香りを残

す下町の商店街だ。その南の端あた

りに｢みつや交流亭｣はある。2007年

８月、もと和菓子屋さんだった店舗

を改修し市民交流スペースとして開

店した。

　当時、｢厚遇批判｣など厳しいバッ

シングに遭っていた大阪市職が、

「役所のカウンターを越えて、“市

民”の中に飛び込もう!」と決意

し、その思いに応えてくれた人たち

とともに開店にこぎつけたものだ。

　以来、昼間は子育て親子の集う場

に、夜はミニコンサート・落語会・

講座などの場にとにぎわう。合言葉

は｢動機は不純。終わってから皆で

うまい酒を飲む｣と肩ひじ張らない

緩めの市民協働をめざしてきた。

　間もなく６年。おかげさまで地元

の皆さんにも可愛がっていただける

ようになり、３年前にはNPO法人格

も取得した。妙な市長の登場でユニ

オン・バッシングは今も厳しいが、

フェイス・ツー・フェイスで築いた

信頼は揺るぎない。

　天保の大飢饉の際、困窮する
民を救済しようと立ちあがった
大塩平八郎は、元与力で陽明学
者だ。自宅に開いた私塾「洗心
洞」で多くの門弟を教え、また
与力時代には汚職など奉行所内

の不正を次々と暴きと市民から
尊敬を集めていた。
　1833年から始まった飢饉は1836
年には大坂でも餓死者が出るほ
どに。大塩は奉行所にさまざま
な救済策を進言するが、奉行は
まったく取り合わなかった。
　そんな為政者や米を買い占め
ていた豪商たちに憤慨した大塩
は、私財をなげうち１万人の貧

民に金を配布、檄文をまいて蜂
起した。これが世に言う大塩平

八郎の乱だ。自宅や与力・同心
屋敷に火を放ち、駆けつけた農
民とともに富豪宅を次々と襲撃、

町を火の海とした。裏切りに遭
いわずか半日で鎮圧されたが時
の権力を大いに脅かした。大火
で大勢の民が焼け出されたが大
塩を恨む声はなかったという。

●「まいど」は「まいど、おおきに」の省略形、タイトルの「まいDO!」は心を込めた行動形。
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成正寺（大阪市北区）の境内に建つ
「大塩平八郎の乱（天保8・1837年）に殉じた人びとの碑」

今なお 民衆から深い共感！大塩平八郎

元気はつらつ単組めぐり 大阪市職
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　「船場の真ん中に飛行場でもつく

る気か」。御堂筋の拡幅工事計画が

公になったとき、人びとからそんな

声が上がった。それもそのはず、そ

れは道幅5.4㍍、長さ約1.3㌔の狭く

短かった御堂筋を幅は８倍の43.6㍍

に、全長は約４㌔に広げようという

途方もない大事業だったからだ。

　事業を押し進めたのは第７代大阪

市長関 一。これは彼が作った「都市

大改造計画」のメイン事業で、御堂

筋拡幅工事と同時に道路の下には地

下鉄も走らせるという、まさに100

年先の大阪を見据えたものだった。

　とはいえ工事にはさまざまな問題

があった。まずは莫大な工事費用。

世界恐慌や関東大震災の影響で国か

らは十分な予算が得られず、苦肉の

策として導入した「受益者負担制

度」は市民から猛反発を受けた。ま

た沿道の住民にも立ち退きを求めね

ばならず、同意を得られるまで何度

も頭を下げてまわったという。

　同時に始まった地下鉄工事も大阪

の軟弱な地盤にトンネルを掘るとい

うことから困難を極めたが、1933

（昭和８）年５月、梅田と心斎橋を

結ぶ路線が完成、日本初の公営地下

鉄となった。

　御堂筋の完成は地下鉄に遅れるこ

と４年、1937（昭和12）年５月のこ

とだ。電線全てを地下に配し、イ

チョウ並木を植えた開放感あふれる

美しい道となり人々を驚かせた。

　戦時中の逸話がある。大阪大空襲

の夜、地下鉄が人々を救ったという

のだ。空襲で燃えさかる街から御堂

筋に逃れてきた人々はさらに地下鉄

の駅へ、そこに到着した電車に乗り

梅田に避難したという証言がいくつ

も残っている。だが正式な記録はな

い。たぶん職員がとっさの機転で

人々を救ったのだろう。

　御堂筋は都市のあるべき姿を示し

た「大阪の道」だ。今や大阪のシン

ボルストリートであり、その美しさ

から日本の道100選ともなった。
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●完成した御堂筋（北方面を臨む）。その沿道には名前の由来となった
南御堂（手前）、北御堂（奥）が並んで建っている
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※資料写真（4点）はいずれも「写真で見る大阪市100年」より


